
ぼくのおうちでたべているごはんは、ふくしまけんのおじいちゃんがつくっているおこめで

す。おじいちゃんのおこめは、つやつやしていて、とてもおいしいごはんです。

ぼくは、おじいちゃんのごはんでつくったしおのおにぎりがだいすきです。あさごはんをた

べたくないとき、おかあさんがつくってくれます。しおのおにぎりは、おとうさんもだいす

きで、ぼくがたべていると、おとうさんもたべたくなって、おかあさんにつくってもらいます。

「しおおにぎりは、おいしい。」

と、おとうさんがいいました。

「おいしいね。」

と、ぼくもいいました。おかあさんは、

「なにか、ぐをいれればいいのに。」

と、いうのに、おとうさんは、

「しおおにぎりが、いちばんおこめのおいしさがわかるから、しおおにぎりがいちばんいい。」

といいます。ぼくも、

「そうだね。」

と、いいます。おとうさんは、ぼくをみて、ニコニコわらいます。

おかあさんが、ふくしまのおばあちゃんとでんわをしていたので、

「きょうは、しおおにぎりだったよ。」

と、おしえてあげました。おばあちゃんは、

「しおだけだったの。」

と、いいました。ぼくは、

「しおおにぎりが、いちばんおこめのおいしさがわかるんだよ。」

と、おしえてあげました。おばあちゃんは、

「おじいちゃんがよろこぶよ。」

と、いいました。ぼくは、うれしくなりました。
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